
一般質問一般質問

〈
一
般
質
問
記
事
の
掲
載
は
、
通
告
順
で
す
。〉

��

問　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
経
済
連
携
協
定
）

交
渉
に
よ
る
関
税
の
撤
廃
や
見
直
し
と
、
農

業
の
振
興
対
策
を
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の

か
。

答　
深
谷
市
と
し
て
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
有
無
に
か

か
わ
ら
ず
、
生
産
、
流
通
、
販
売
、
消
費
を

見
据
え
な
が
ら
、
企
業
的
経
営
者
の
確
保
に

努
め
、
生
産
量
の
確
保
、
品
質
の
向
上
、
規

格
の
統
一
な
ど
、
国
・
県
の
連
携
を
図
り
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

土
地
改
良
区
へ
の
支
援

問　
遊
休
農
地
増
加
に
よ
り
、
土
地
改
良
区

の
果
た
す
役
割
が
重
要
で
あ
る
。
恵
ま
れ
た

耕
土
を
有
す
る
深
谷
市
、
土
地
改
良
区
へ
の

支
援
は
重
要
で
あ
る
。
財
政
支
援
・
人
的
支

援
今
後
ど
の
よ
う
に
考
慮
さ
れ
て
い
る
か
。

答　
国
や
県
が
実
施
す
る
土
地
改
良
区
施
設

整
備
負
担
や
補
修
等
に
つ
き
補
助
金
制
度
を

設
け
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

深
谷
市
庁
舎
建
設
喫
緊
最
重
要
課
題

問　
市
庁
舎
は
老
朽
化
が
激
し
く
災
害
発
生

時
危
険
、
来
庁
者
・
市
民
・
職
員
の
安
寧
を

図
る
べ
く
即
刻
、
議
論
を
進
め
る
べ
き
。

答　
課
題
が
多
い
庁
舎
、
市
議
会
・
執
行
部

に
て
「
事
前
協
議
会
」
を
設
置
し
、
協
議
し

た
結
果
、
決
定
事
項
で
は
な
い
が
新
た
に
建

設
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
し
た
。
今
後
、

仮
称
市
民
会
議
等
を
開
催
し
協
議
を
行
う
。

北
方
四
島
・
竹
島
・
尖
閣
諸
島
は
日
本
領

問　
教
育
委
員
会
は
教
育
現
場
に
て
徹
底
を

図
っ
て
い
る
か
。加
え
て
庁
舎
に
懸
垂
幕
を
。

答　
児
童
に
領
土
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
さ

せ
て
い
る
。
懸
垂
幕
は
設
置
し
て
い
る
。

ＱＡ
日
本
国
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
と
深
谷
市
の
対
応
は

国
・
県
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
進
め
て
い
く永な

が
た田　

勝か
つ
ひ
こ彦

土
地
改
良
区
へ
の
支
援

北
方
四
島
・
竹
島
・
尖
閣
諸
島
は
日
本
領

問　
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
促
進
・
普
及
啓
発
を
図

る
た
め
、
来
年
度
に
普
及
促
進
計
画
を
策
定

と
の
こ
と
だ
が
、
設
置
台
数
等
見
直
し
は
。

答　
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
よ
り
有
効
に
利
用
で
き
る
こ

と
を
考
え
、ど
こ
に
置
く
か
は
検
討
し
た
い
。

問　
深
谷
市
版
設
置
マ
ッ
プ
を
作
っ
て
は
。

答　
民
間
の
設
置
状
況
の
確
認
等
進
め
る
中

で
、
公
表
可
能
な
施
設
を
公
共
施
設
と
合
わ

せ
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
マ
ッ
プ
と
し
て
い
き
た
い
。

投
票
率
向
上
に
ど
う
取
り
組
む

問　
埼
玉
県
選
挙
管
理
委
員
会
の
報
告
書
を

活
用
し
、
投
票
率
向
上
に
積
極
的
に
取
り
組

む
べ
き
で
あ
り
、
期
日
前
投
票
所
の
期
間
の

見
直
し
、
場
所
の
増
設
（
例
え
ば
大
型
商
業

施
設
な
ど
）
等
検
討
す
べ
き
で
は
。

答　
キ
ラ
ラ
上
柴
の
Ｌ
フ
ォ
ル
テ
会
議
室
が

期
日
前
投
票
所
を
開
設
で
き
る
環
境
に
あ

り
、
実
施
に
向
け
検
討
し
て
い
く
。

問　
期
日
前
投
票
の
宣
誓
書
を
、
事
前
記
入

で
き
る
よ
う
工
夫
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　
有
権
者
の
利
便
性
向
上
に
な
る
こ
と
か

ら
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

に
つ
い
て
早
期
実
施
に
向
け
取
り
組
む
。

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
制
度
、
市
の
姿
勢
は

問　
準
備
組
織
の
設
置
、
関
係
各
課
と
の
連

携
は
ど
の
よ
う
に
図
っ
て
い
く
の
か
。

答　
こ
れ
ま
で
準
備
組
織
は
な
か
っ
た
が
、

必
要
に
応
じ
検
討
し
て
い
く
。
連
携
は
こ
ど

も
青
少
年
課
が
中
心
で
進
め
る
。

問　
地
方
版
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
の
設
置

は
当
事
者
の
意
見
を
反
映
さ
せ
て
い
く
上
で

大
変
重
要
。
本
市
は
設
置
す
る
の
か
。

答　
平
成
25
年
度
か
ら
会
議
が
開
催
で
き
る

よ
う
本
年
６
月
議
会
に
条
例
案
を
提
出
予
定
。

ＱＡ
Ａ
Ｅ
Ｄ
普
及
促
進
計
画
を
策
定
し
、
政
策
的
に
取
り
組
む
べ
き
で
は

平
成
25
年
度
中
に
策
定
し
Ａ
Ｅ
Ｄ
普
及
に
努
め
る

五ご

ま間
く
み
子こ

投
票
率
向
上
に
ど
う
取
り
組
む

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
制
度
、
市
の
姿
勢
は

深
谷
市
庁
舎
建
設
喫
緊
最
重
要
課
題

問　
公
務
員
給
与
７
・
８
％
削
減
要
請
と
は
。

答　
平
成
24
年
・
25
年
国
家
公
務
員
の
給
与

削
減
支
給
措
置
を
踏
ま
え
て
の
要
請
で
あ
る
。

問　
深
谷
市
の
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
と
給
与

削
減
７
・
８
％
の
関
連
と
市
の
状
況
は
。

答　
深
谷
市
24
年
の
参
考
値
は
98
・
3
で
国

よ
り
低
い
。
国
の
７
・
８
％
削
減
で
１
０
６
・

３
と
な
る
。
国
に
近
い
数
値
を
要
請
。

問　
地
方
公
共
団
体
の
給
料
、
職
員
数
削
減

の
行
革
努
力
を
反
映
、施
策
と
市
の
現
況
は
。

答　
地
域
の
元
気
づ
く
り
事
業
費
と
し
て
、

普
通
交
付
税
で
措
置
。
地
域
の
防
災
・
減
災

に
活
用
。
市
は
平
成
19
年
定
員
適
正
化
計
画

策
定
に
よ
り
、
25
年
度
目
標
数
９
２
２
人
よ

り
25
人
少
な
い
８
９
７
人
に
削
減
、
達
成
率

１
１
５
％
と
な
る
。

問　
国
の
要
請
と
地
方
分
権
、市
の
見
解
は
。

答　
国
の
要
請
の
主
旨
は
十
分
理
解
す
る
。

深
谷
市
の
給
与
は
県
下
で
も
低
い
。
ラ
ス
パ

イ
レ
ス
指
数
も
低
か
っ
た
。
職
員
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
、
組
合
と
の
関
係
も
あ
る
。
慎

重
に
検
討
す
る
。

市
民
の
声

問　
ふ
っ
か
ち
ゃ
ん
活
用
で
Ｐ
Ｒ
と
歓
迎
を
。

答　
農
産
物
段
ボ
ー
ル
箱
13
種
類
、
結
束

テ
ー
プ
・
Ｐ
Ｒ
シ
ー
ル
等
17
種
類
に
使
用
。

今
後
、
色
々
な
場
面
で
の
使
用
を
働
き
か

け
る
。
ま
た
、
駅
前
は
か
ら
く
り
時
計
で
、

中な
か
ん
ち家

は
栄
一
翁
の
パ
ネ
ル
で
歓
迎
。
電
線
地

中
化
の
地
上
機
器
壁
面
に
ふ
っ
か
ち
ゃ
ん

シ
ー
ル
添
付
。

問　
市
民
大
学
卒
業
生
を
市
事
業
及
び
公
民

館
事
業
に
「
支
援
隊
」
と
し
組
織
化
、
参
画

活
用
と
位
置
づ
け
を
。

答　
ア
ン
ケ
ー
ト
・
意
識
調
査
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
へ
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
、
活
用
考
慮
。

ＱＡ
法
令
解
釈
権
が
自
治
体
に
移
っ
た

自
治
法
・
公
務
員
法
は
技
術
的
助
言
。
条
例
で
自
主
的
に
決
定

加か
と
う藤　

温あ
つ
こ子

市
民
の
声

問　
平
成
25
年
度
一
般
会
計
予
算
の
歳
入
財

源
の
う
ち
、
自
主
財
源
が
50
％
を
割
り
込
ん

だ
、
自
主
財
源
の
中
核
で
あ
る
市
税
の
歳
入

に
占
め
る
割
合
は
36
・
４
％
で
あ
る
。
地
方

分
権
等
が
進
み
、
自
立
し
た
市
と
し
て
今
後

は
、
依
存
財
源
に
頼
れ
な
い
財
政
運
営
が
迫

ら
れ
て
い
る
。
特
に
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
以

降
、
税
収
の
低
い
水
準
が
続
い
て
い
る
。
今

後
の
市
税
や
借
入
金
で
あ
る
合
併
特
例
債
を

含
め
財
政
の
見
通
し
と
そ
の
要
因
等
を
聞
き

た
い
。

答　
景
気
の
後
退
や
隣
接
他
市
に
比
較
し
、

第
一
次
産
業
従
事
者
が
多
く
、
第
三
次
産
業

従
事
者
が
少
な
い
こ
と
も
市
税
の
額
等
に
影

響
を
受
け
て
い
る
。
景
気
の
急
な
回
復
も
難

し
い
と
考
え
ら
れ
税
収
の
早
急
な
改
善
も
見

込
め
な
い
。
合
併
に
伴
う
優
遇
措
置
も
縮
小

さ
れ
て
い
く
状
態
が
続
き
財
政
は
厳
し
い
状

態
に
あ
る
。
特
例
債
は
有
利
な
借
入
金
で
あ

る
が
限
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
慎
重
に
事
業
を

選
択
し
有
効
活
用
を
行
う
。

自
主
財
源
の
確
保
方
策
確
立
を

問　
自
主
財
源
の
占
め
る
率
の
向
上
や
市
税

の
低
い
現
状
を
改
善
し
、
自
ら
判
断
し
実
行

で
き
る
自
立
し
た
市
と
な
る
に
は
、
将
来
を

展
望
し
た
計
画
の
も
と
に
、
市
政
に
携
わ
る

す
べ
て
の
者
が
共
通
認
識
を
持
ち
、
戦
略
的

に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
。

答　
市
民
の
意
見
に
耳
を
傾
け
、
地
域
主
権

改
革
に
耐
え
う
る
自
主
財
源
確
保
の
た
め
、

定
住
化
対
策
や
企
業
誘
致
に
投
資
的
事
業
を

実
施
し
て
、
改
善
を
図
っ
て
い
く
。

ＱＡ
自
主
財
源
確
保
に
戦
略
的
取
り
組
み
を

地
方
分
権
に
耐
え
う
る
財
政
を
目
指
す

田た
じ
ま島　

信の
ぶ
よ
し吉

自
主
財
源
の
確
保
方
策
確
立
を

〈
議
会
あ
れ
こ
れ
「
議
員
も
熱
が
入
り
ま
す
！
」・
・
・
３
月
議
会
の
一
般
質
問
は
３
日
間
。
延
べ
９
５
人
の
方
が
傍
聴
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。〉

からくり時計

深谷市役所

懸垂幕

ＡＥＤ設置


